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                 編 集 後 記

 本誌を定期的に発行していく上で困ることがいくつかある．データをいただいて図にトレースし，

表に組版し，ゲラを著者校正に出すと全く異なったデータに訂正されることがある．すでに編集部

よりのお願いとして公告してあるようにできあがった図や表は，全く新しく一から作り複さない限

り直らない．第一，原稿の数値が数ヵ月後のゲラで全く異なってぐるとその先生の成績が全く信用
でき．ないものになる；

 学会で発表したスライドをそのまま焼き付けて図，表どして送ってくることがある．それはそれ

で結構なのだが，・スライドとして使ったときの図，表のタイトルがそのまま残っている．これが説

明文と重複して，判こ見苦しい図表になる。せめて自分の論文なのだからそれを消すなり，トリミ

ングをするなりの愛情を原稿に寄せて欲しい．

 図や表はギチンと作って欲しい．本誌の図がどんな様式になっているか日頃本誌を見ていればす

ぐわかるだろう1本誌の図は欧文の雑誌の様式を取り入れたものなのだから欧文を見ている人には

なじみのものだろう．いずれにせよ，御投稿の前に本誌の投稿規澤を再読されて，とくに文献の書
き方に間違いがないかどうか確めてもらいたい．図などの犬ききも本誌の大きさを考えて作成して

欲しい、半畳敷き位の大きさの図をもらったときには文字通りあぜんとして，その投稿者の常識を

疑った．                                      （T．K．）
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      石神日次  前川正信  宮崎 重
      新谷 浩  園田孝夫  友吉唯夫
         桐山帝夫（副主幹）吉田 修（主幹）
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 紀要編集部宛．外国は送料とも年聞25ドルです．

3．入会は氏名（シリガナ），住所（雑誌郵送先），勤務先をご記入のうえ編集部あて，はがきにて

 お申し込みください．

  投稿内規（1969年1月改正）
1．原稿の種類は綜説，原著，臨床報告，その他，和文または英文とします．

2．原稿の長さは制限しませんが簡潔に願います，
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